
福島第⼀原⼦⼒発電所 FタンクエリアI4、I7タンクフランジ部
からの⽔の漏えいについて
【概要】
 昨⽇（4⽉25⽇）午後3時9分頃、ＦタンクエリアＩ４・Ｉ７タンク本体のフランジ部最下部から、⽔が滴

下していることをパトロール中の協⼒企業作業員が発⾒しました。
 滴下した⽔はタンク内に貯留している、5.6号機滞留⽔であり、滴下範囲はＩ４タンクで、約20cm×約

10cm×深さ約1mm、Ｉ７タンクで約60cm×約50cm×深さ約1mmです。
 滴下した⽔はＦタンクエリアの堰内に留まっていること、および敷地周辺モニタリングポスト、連続ダス

トモニタに有意な変動がないことを確認しており、周辺環境への影響はありません。
 また、漏えいした⽔が拡⼤するのを防⽌するため、同⽇午後５時0分頃、現地に⽔受けを設置して滴下す

る⽔を集⽔しております。
 なお、当該漏えい⽔については、直近（2021年3⽉18⽇）に採取したタンク内包⽔の分析結果から、セ

シウム-134︓1.78×10０Bq/L、セシウム-137︓4.61×101 Bq/L、全ベータ︓1.93×10３ Bq/L であるこ
とを確認しています。（Ｉ７タンクから採取したもの。なお、Ｉ７タンクとＩ４タンクは同じタンク群であり、同じ時
期に⽔を貯留している）

 今後、フランジ部から⽔が漏えいした原因を調査するとともに、応急的な対策として⽌⽔材にて漏えい箇
所を補修してまいります。また、準備が整い次第、タンクの内包⽔をエリア内他タンクへ移送してまいり
ます。
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（滴下状況）25秒に１滴程度で滴下 （滴下状況）５秒に１滴程度で滴下


